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論 文 内 容 の 要 旨 
 
序 章 
 日本にはアザラシ科 5 種，ゼニガタアザラシ (Phoca vitulina stejnegeri)，ゴマフアザラシ 
(Phoca largha)，クラカケアザラシ (Phoca fasciata)，ワモンアザラシ(Pusa hispida)，アゴヒ
ゲアザラシ(Erignathus barbatus)，アシカ科 2 種，トド(Eumetopias jubatus)，キタオットセイ
(Callorhinus ursinus)の計 7 種類の鰭脚類が来遊・生息しており，北海道はこれら鰭脚類の分
布の南限にあたる。その中でも，周年日本に生息し，岩礁上で陸上繁殖をする harbor seal 
(Phoca vitulina) の太平洋西部産亜種であるゼニガタアザラシは，北海道太平洋沿岸でのみで
見られる。 
 北海道におけるゼニガタアザラシの個体数は，1940 年頃は 1,500 頭から 4,800 頭近くが生
息していたと推測されているが，商業的なアザラシ猟による乱獲や岩礁爆破などの影響で，
1970 年代には約 400 頭未満までに激減した。この状況を受け，ゼニガタアザラシは環境省
のレッドデータブックの絶滅危惧 IB 類(EN)に指定された。その後，1980 年代頃からアザラ
シの代用品の普及などで，人為的影響が減り，1990 年以降生息数は徐々に回復し，現在で
は北海道本土で約 900 頭以上の上陸個体が観察されている。これらの状況から 2012 年には
絶滅危惧 II 類(VU)に，さらに，2015 年には，準絶滅危惧(NT)にダウンリストされた。北海
道のゼニガタアザラシの上陸場は，えりも地域の襟裳岬と，そこから 150km 離れた厚岸以
東に 10 ヵ所が点在する。遺伝子解析の結果から，襟裳岬個体群と北海道東部 (以下，道東) 
個体群という 2 つの個体群に分かれることが示唆されている。 
 ゼニガタアザラシの道東個体群が生息する北海道東部太平洋沿岸は，世界の三大漁場であ
る北西太平洋水域に面しており，北海道内でも特に生産力が豊かな海域であり，日本で見ら
れる全ての種の鰭脚類の存在が確認されている。しかし，その分布域や個体数は長期の環境
変動や人為的な影響に伴って変遷してきた。近年，ゼニガタアザラシの個体数増加や多数の
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鰭脚類の来遊が目撃されており，北海道東部太平洋沿岸におけるサケ・マス定置網漁や小型
定置網・刺網などの沿岸漁業での食害や混獲などが深刻化しつつある。しかしながら，小魚
は被害物が残りにくいことや，網揚げの際に被害物が海中へ落脱することなどから，実際に
これら鰭脚類がどれくらいの漁獲物を捕食しているのか，それらの漁業への影響の程度は明
らかではない。 
 鰭脚類は海洋の食物連鎖における高次捕食者であり，そのバイオマスとエネルギー要求量
の大きさから，海洋生態系に与える影響は非常に大きい。近年，漁業被害が深刻化しつつあ
る北海道東部太平洋沿岸において，周年当海域に生息するゼニガタアザラシの成長段階や季
節的な上陸・潜水行動や食性を明らかにすることは，多くの高次捕食者が季節的に利用する
海域の海洋生態系保全を考える上でも，今後，個体数管理などの行政施策をする上でも重要
な知見となる。 
 そこで本研究では，北海道東部太平洋沿岸のゼニガタアザラシに着目し，(1)本海域で毎
年同じ場所，同じ時期に操業されている定置網における鰭脚類の混獲状況を把握し，(2)胃
内容物から季節や成長段階における食性の違いを明らかにすることによって，行動範囲や生
態の違いを推測し，さらに，(3)目視調査と衛星発信機から，道東個体群の中心・最大の上
陸場がある厚岸地域に位置する厚岸湾における春季の潜水行動や上陸行動を解明し，(4)道
東太平洋全域を長期間，広範囲，彼らの生活史と合わせて把握することにより，北海道東部
太平洋側沿岸に生息するゼニガタアザラシの成長段階や季節的な行動生態を解明すること
を目的とした。 
 
第一章 北海道東部太平洋沿岸の鰭脚類の混獲状況 
 北海道東部太平洋沿岸の定置網において，混獲個体の収集を行い，鰭脚類の混獲状況を明
らかにすることにより，ゼニガタアザラシの本地域の利用状況や，現在の生息状況を把握す
ることを目的とした。調査は，2012 年から 2014 年の 3 年間，北海道白糠郡白糠町から北海
道厚岸郡浜中町を対象とし，広域かつ特定の場所で長期間行われているサケ定置網に着目し
た。 
 その結果，本地域では 7 種全ての鰭脚類の混獲が見られ，主に混獲されていたのは，ゼニ
ガタアザラシ(n=98 : 36.6%)，ゴマフアザラシ(n=85 : 31.7%)，キタオットセイ(n=58 : 21.6%)
の 3 種であった。全ての鰭脚類の中で，特にゼニガタアザラシの混獲数は年変動が少なかっ
た。このことは，本種の定住性が高いという生態に起因しており，彼らの混獲数は個体数変
動のモニタリングになると考えられた。どの種の混獲も，ほとんどが当歳であり，当歳は経
験不足や慎重さに欠けるため網にかかりやすいと考えられた。また，ゼニガタアザラシの混
獲は，5－6 月と 9－10 月の 2 回にわたりピークが見られた。春季では昆布森での混獲が多
数であったが，7－8 月の換毛期に入ると，混獲数が減少し，秋季には浜中での混獲が増加
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した。この結果は，換毛のために上陸時間が増加し，定置網への接近が減少したことが要因
だと考えられた。また，換毛期前後で混獲の多発する地域が異なるため，本地域におけるゼ
ニガタアザラシは季節や生活史により利用海域を変化させている可能性が示唆された。 
 
第二章 北海道東部太平洋沿岸の定置網で混獲されたゼニガタアザラシの食性分析 
 北海道東部太平洋沿岸に生息するゼニガタアザラシの食性に関する研究は極めて少なく，
大黒島を中心とした道東太平洋に生息するゼニガタアザラシがどのような餌生物を捕食し
ているのかは定かではない。そこで本章では，北海道東部太平洋沿岸のサケ定置網に混獲さ
れたゼニガタアザラシの胃内容物から，本種の食性を明らかにし，定置網への依存度や季節
的および成長段階による食性の違いの有無を知ることを目的とした。 
 2012 年から 2014 年までの 3 年間で，北海道東部太平洋沿岸のサケ定置網に混獲されたゼ
ニガタアザラシ 98 個体を収集し，体長から年齢推定を行い，成長段階を区分した。収集し
た個体は解剖した後，食道および胃を摘出して，消化段階，胃内容物の重量を記録した後，
耳石およびビークから胃内容物の種同定を行った。その後，出現した餌生物を科ごとに分類
し，出現頻度(F%)，個体数割合(I％)，重要度順位(CRI)の 3 つの指標を用いて，ゼニガタア
ザラシにとってどの餌生物が重要かを調べた。 
 その結果，16 科 28 属 37 種という，多種の餌生物が出現した。重要度の高かった餌生物
は，タラ科 (Gadidae)，カレイ科 (Pleuronectidae)，メバル科 (Sebastidae)，カジカ科 (Cottidae)
などの沿岸に生息する底層性あるいは根付性の強い魚であった。これらの結果から，ゼニガ
タアザラシの生活行動圏は沖合ではなく，沿岸に近い浅海環境に大きく依存していることが
示唆された。 
 成長段階別に見ると，当歳では空胃率が高く，砂や母乳の出現も見られた。一方，亜成獣
では胃内容物の消化は進行していないものが多くみられた。さらに，亜成獣では当歳に比べ
て胃から出現する種類数も多かった。これらの結果から，北海道東部太平洋沿岸のゼニガタ
アザラシは成長段階で捕食している餌生物が異なり，成長につれて採餌場所を学習し，多様
な餌生物を効率よく捕食しているものと考えられた。 
 
第三章 春季に厚岸湾を利用するゼニガタアザラシの海域利用分析 
 厚岸大黒島に隣接する厚岸湾での小定置網漁や刺し網漁では，ゼニガタアザラシによる漁
業被害が多数報告されている。厚岸大黒島は北海道東部で最大の上陸場であり，厚岸は道東
個体群にとって中心的な場所である。そこで本研究では厚岸大黒島での目視調査による上陸
割合と，アザラシに装着した衛星発信機から，春季に，どのような個体が，どれくらいの頻
度で，どのように厚岸湾を利用しているか知ることを目的とした。 
 2010 年 3 月 25 日から 5 月 1 日に，厚岸湾内の箱罠で捕獲したゼニガタアザラシ 2 頭(成獣
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1 頭，亜成獣 1 頭)に衛星発信機を装着した。衛星発信機は MK10-AF (Wildlife Computers，
USA) を使用した。取得された位置情報をより多く分析に使用するため，速度と距離，角度
を考慮したフィルタリング (SDA-filter) を行った。また，2010 年 4 月 18 日から発信機の通
信が途絶えるまでの期間，大黒島で 5 時から 18 時までの 1 時間おきに毎日 14 回の目視観察
を行った。衛星発信機と目視調査の上陸情報から，大黒島における上陸面積を定義し，時間
ごとの上陸割合や潜水行動の解析を行った。 
 その結果，発信機を装着された 2 個体とも，4 月中旬まで厚岸湾内を頻繁に利用していた。
両個体の湾内での利用場所は重なっており，活発な潜水行動が頻繁に見られたため，厚岸湾
内は主に採餌のために利用している餌場であると考えられた。さらに，潜水深度から，小定
置網などの漁業に依存していた可能性が示唆された。 また，5 月初旬には両個体とも厚岸
湾内を利用しなくなり，他の場所へ移動するようになった。その移動時期は湾内の小定置網
漁が終わる時期と一致していたことから，湾内の餌となる魚の分布が変化したことが餌場の
移動のスイッチになっている可能性が考えられた。その後，成獣は夜間に大黒島の近海で深
く長く潜る行動が見られ，亜成獣は大黒島周辺と釧路の浅瀬を数日間おきに行き来しており，
成長段階により異なる行動が見られた。 
 以上の結果から，ゼニガタアザラシにとって厚岸湾内は，初春に，成獣個体だけでなく採
餌経験が未熟な未成熟個体などの，どのような個体にも上陸場から近く，水深が浅いため毎
日上陸しなくても長時間滞在できる餌場であると考えられた。  
 
第四章 北海道東部太平洋沿岸に生息するゼニガタアザラシの季節的な行動分析 
 ゼニガタアザラシは北海道太平洋沿岸に周年生息しているため，その生活史を全て同じ海
域で過ごす。しかしながら，海中での生活は直接観察が困難であるため，北海道東部のゼニ
ガタアザラシの成長段階および季節的な行動の変化については不明のままである。そこで，
本研究では，各海域の利用頻度や行動範囲，上陸場の利用頻度との関係を把握し，北海道東
部太平洋沿岸における広範囲での長期的な行動の変化を知ることを目的とした。 
 2010 年 3 月から 2016 年 7 月の間に，混獲および箱罠で捕獲したゼニガタアザラシ 9 頭(成
獣雌 2 頭，成獣雄 1 頭，亜成獣 3 頭，当歳 3 頭)に衛星発信機を装着した。衛星発信機は
MK10-AF (Wildlife Computers，USA) と SPOT-5 (Wildlife Computers，USA) を使用した。取
得された位置情報をより多く分析に使用するため，速度と距離，角度を考慮したフィルタリ
ング (SDA-filter) を行った。ゼニガタアザラシの生活史から 1 年を 4 つの季節 (繁殖期前：
4 月，繁殖期：5－6 月，換毛期：7－8 月，その他：9－3 月) に区分し，各成長段階および
季節ごとに上陸割合・遊泳行動範囲・潜水行動の相違の有無について調べた。 
 その結果，成長段階があがるほど上陸割合が増加し，行動範囲は狭まり，浅く短い潜水が
増加する傾向が見られた。また，成長段階があがるにつれて生活史によって行動の変化が顕
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著になった。繁殖期では，成獣雌および成獣雄は強く上陸場に依存し，深く短い潜水を上陸
場近くで行う行動が見られた。これらの結果は，成獣雌は出産・子育てに，成獣雄は繁殖の
ための雌の監視のため，採餌に費やす時間を短縮し，長時間上陸に費やすことが可能となる
ため，効率が良いと考えられた。亜成獣や当歳は，沿岸に東西に伸びる広い行動圏を示し，
深く長い潜水を行っていた。換毛期に入ると，亜成獣や当歳の上陸頻度は増加傾向が見られ，
行動圏も狭くなった。以上のことから，本地域のゼニガタアザラシは，成長段階・季節によ
って行動が大きく異なることが判明した。 
 
総合考察 
 本研究において，北海道東部太平洋沿岸のゼニガタアザラシの成長段階や季節による行動
範囲や潜水行動，採餌する餌生物の変化を，混獲状況，食性，発信機を装着した個体の行動
から総合的に明らかにすることが出来た。その結果，季節によって混獲が多発する地域が，
春は厚岸から西部，秋は厚岸から東部へ移動する傾向がみられた。さらに，成長が進むにつ
れて行動範囲は狭まり，上陸場への上陸割合が増加し，浅く短い潜水が増加する傾向が見ら
れた。また，成長段階が高い個体ほど多くの種類の餌生物を捕食しており，捕食物の体サイ
ズも成長に伴い大型化し，多様化することが示された。ゼニガタアザラシは，捕食しやすい
沿岸性底棲魚が豊富に生息している本地域の沿岸域に依存しており，年間を通して，それら
の餌生物を捕食している。これらのことから，ゼニガタアザラシは時期や成長段階で利用場
所を使い分けており、魚の多くが生息している場所や捕食の仕方，魚を簡単に捕食すること
ができる漁網の位置などを学習していることが示唆された。実際，厚岸湾の小定置網付近に
強く依存する個体も見られ，漁網に依存することで極めて効率的な採餌行動が得られるよう
になると考えられた。しかし，実際に漁網に混獲される個体は，親離れ直後の当歳が大半を
占めており，それらの個体の胃からはサケだけでなく，餌生物自体の出現がほとんどなかっ
た。しかし，実際に網内に食害は存在することから，混獲される個体と食害を引き起こして
いる個体は別である可能性が示唆された。さらに，アザラシの胃から出現した餌生物の多く
は，アザラシに丸ごと捕食されており，これらの魚種は漁獲対象種に指定されている種も多
いことから，目に見えていない漁業被害が存在することも示された。さらに大黒島から
130km 以上離れた北海道白糠郡白糠町付近での遊泳も確認された。北海道東部太平洋沿岸は，
えりも地域と異なり複数の上陸場が沿岸線にそって点在している。そのため，上陸場が襟裳
岬 1 箇所のみであるえりも地域と比べ，ゼニガタアザラシが上陸場つたいに行動範囲を広げ
ることが容易である。このことは，さらに北海道東部太平洋沿岸のゼニガタアザラシの個体
数の増加に伴い，上陸場近くの餌場の資源の競争が激しくなり，より豊富な餌場を求めてゼ
ニガタアザラシの行動範囲が拡大する可能性を秘めている。また，本海域にはゼニガタアザ
ラシのみではなく，複数の鰭脚類が冬季－春季にかけて来遊してくる。そのため，高次捕食
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者である鰭脚類が季節的に海域内で増加し，餌資源の競合が存在する可能性もあり，ゼニガ
タアザラシの保全管理を考える上で，他種との関係性を考慮する必要がある。このことから
も，本研究は海洋生態系保全を考える上でも，今後，個体数管理などの行政施策をする上で
も，有用な知見になり得る。 
 
 
審 査 報 告 概 要 
 
 ゼニガタアザラシの道東個体群が生息する北海道東部太平洋沿岸は，世界の三大漁場であ
る北西太平洋水域に面しており，北海道内でも特に生産力が高い海域であり，日本で見られ
る全ての種の鰭脚類の存在が確認されている。本論文は，その地域に周年生息するゼニガタ
アザラシに着目し，（１）他の鰭脚類を含む混獲状況，（２）他の鰭脚類や季節的な食性の違
い（３）成長段階や季節的な行動範囲を明らかにすることを目的として遂行された。本研究
の結果から，本海域にはゼニガタアザラシのみではなく，複数の鰭脚類が冬季－春季にかけ
て来遊してくる。そのため，高次捕食者である鰭脚類が季節的に海域内で増加し，餌資源の
競合が存在する可能性もあり，ゼニガタアザラシの保全管理を考える上で，他種との関係性
を考慮する必要がある。このことからも，本研究は海洋生態系保全を考える上でも，今後，
個体数管理などの行政施策をする上でも，有用な知見となる。よって，審査員一同は博士（生
物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
